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1．はじめに

　合板の日本農林規格1)によれば、構造用合板とは「合板のうち、建築物の構造耐力上主要な部分に使用するものをいう」とあり、主に木造住宅の耐力壁や床構面・屋根構面など、地震や台風などの外力及び積載荷重や固定荷重に対して抵抗する要素として機能する部分に使用する合板のことを指す。
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構造用合板の需要拡大を狙った壁倍率の大臣認定取得がいくつか実現したので、本稿ではその内容や意義を紹介すると共に、今後考えられる新たな展開や希望などを述べてみたい。なお、本稿は平成19年度合板技術講習会・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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  2. 構造用合板耐力壁の現状
  2.1  法令上の位置づけ
　建築基準法施行令第46条第４項表１11)には軸組の種類と壁倍率が纏められているが、・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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